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  電子書籍を0から作ってみる


  自分で0から電子書籍でんししょせきを作成してみました。

  Sigilというアプリを使えば、ワープロ感覚で電子書籍を作成することが可能です。

  PDFと違い、EPUBイーパブという形式で作成すると、アプリ上で


  
    	フォントを変更できる（明朝体やゴシックなど）


    	フォントの大きさを変更できる


    	単語を選択し、辞書などで検索できる

  


  と言ったメリットがあります。また、PDFに比べてファイルの容量も少なく出来るのが特徴です。


  自炊にも応用できる


  自炊じすい（紙の本を裁断さいだんし、スキャナーでパソコンに取り込むこと）したデータにも応用出来ます。スキャンしたデータは画像としてパソコンに保存されますが、最近ではOCRオーシーアールという画像から文字を解析し、テキストデータとして取り出せるソフトがあるのですが、OCRでスキャンした本のデータをテキストとして取り出し、Sigilへコピペすれば、電子書籍化されていない本でも、iPhoneなどで読める電子書籍として楽しむことができます。

  紙の本だと、古本で購入すれば、定価の半額以下で購入することも可能で、手間はかかるものの、安く購入することができます。

  OCRソフトの解析率も、かなり良く、認識率はページの構成にもよりますが、98%以上はあるのではないでしょうか。

  先日購入した書籍は、200ページ以上の本だったんですけれど、約3日（1日1時間ほど）で、すべてのデータをテキスト化することができました。


  私は文章力に自信がないし、発想力もないのであれですが、将来小説家を目指している人はSigilなどでオリジナルの小説などを作成すれば、インターネット上で広く無料で公開することもかのうです。


  また、企業のパンフレット代わりに、電子書籍でクライアントに公開することも可能かと思います。


  ルビをふることも出来る


  漢字などにふりがなをつける（ルビ）こともできます。ルビを付けるには、


  <ruby>漢字<rt>かんじ</rt></ruby>


  と、タグで入力すればOK。すると「　漢字かんじ　」というようにふりがなが小さく漢字の上に表示されます。


  文字の色を変えることも


  紙の書籍との違いの一つが、フォントの色を変えることが出来る点。例えばこんな感じ。

  また、下線を引くこともできます。


  後のページで紹介しますが、画像を挿入することも、動画を挿入することも可能です。


  目次も作れる


  電子書籍のメリットとして、目次を作ることもできます。紙の本の目次と違い、目次をタップすれば簡単に目的のページを開くことができます。

  また、読書の途中であれば、次回開いた時に読んだ途中のページから開くことが出来るし、決まったページにいくつも栞しおりを挟はさむことができます。


  わからない単語を検索


  もし、文章の中に読めない漢字や意味がわからない単語があってもiPhoneの「iBooks」というアプリであれば、単語や漢字を選択して、辞書で調べることができます。
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  辞書にはない単語の場合は、Wikipediaウィキペディアで検索したり、インターネットで検索することも可能です。


  2012年



  2012年は、40年以上生きてきた私にとっても一番いろいろな意味で充実した年でした。今まで一生治らないであろうと思われた体ていたらくな部分が、どういうわけかなくなったり。

  例を挙げると・・・


  
    	野良仕事のらしごとをするようになった


    	こまめに掃除するようになった

  


  野良仕事というのは、うちは爺ちゃんの代から畑や田んぼで野菜やお米を育てていたのですが、爺ちゃんもうちの親父も、人に強制させるような人ではなかったので、この歳になるまで一切手伝わなかったんです。

  しかも私は飽きっぽい性格で、種を植えるのは好きなんですけれど、芽が出たら一切何もしない性格。

  小学校の時、毎年春になると朝顔の種を蒔くんですけれど、毎年育てるのはばあちゃんの役目だったからなぁ。


  うちの物置は、私の部屋のすぐ下にあり、親父が畑仕事に行くときは、シャッターを開ける音が必ずするんですが、70をとうに超えた親父に畑仕事をさせて、自分はなにもしないという・・・。まぁ、申し訳ないな、とは常に思っていましたが。

  それがどういうわけか、目覚めちゃったんです。

  休みの日になると、むしろ親父を私が誘って畑仕事をするレベルにまで変わったんです。


  でもやっぱしんどくて挫くじけそうな時もあります。たぶん「義務感」と感じてしまったら、続かないんだと思います。「強制」されると、どうしてもいやいややらなければならず、そうなると苦痛になってしまうと思います。

  私の場合は、「探究心」的な感覚で取り組んでいるんだと思います。

  よ～し、来週は今回の反省を踏まえて、こうやるぞ！みたいな。


  きっかけ
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  そのきっかけというのが、たまたまホームセンターで購入した、トマトの苗。

  はじめはベランダで育てるつもりで購入したんですけれど、育てていくうちにベランダの鉢植えじゃ我慢できなくなり、水耕栽培すいこうさいばいもはじめ、で、畑仕事にも手を出したと。

  以前は、そんな肉体労働するぐらいなら、スーパーで購入したほうがずっと効率的だし、それほど金銭的にも違わないだろうに、なんて思っていたんですけれどね。

  実際、畑で野菜を植えても手間と肥料や農薬、そして苗や種の購入代金などを考えると、すごいトクってわけではないんです。

  私の近所の激安スーパーでは、今の時期、レタスが78円で売っています。で、農協では、レタスの苗が60円で売っているわけです。

  そう考えると、ね。

  でも、そういういやらしい計算をしてしまう私の性格が、どういうわけか・・・。

  まぁ、私の中では「趣味」と捉えているのかもしれません。

  趣味って、一銭にもならないようなことなのに、どういうわけか夢中になってしまう。

  私で例えて言えば、スマートフォンなんてiPhone1台あれば十分なのに、7台も購入しちゃうとか。


  気温と蚊と
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  何がしんどいかって言うと、やっぱり草むしり。そして夏の暑さ。寒い中作業をするのもしんどいですけれど、やっぱり真夏のあの炎天下は、畑仕事には天敵。

  しかもどこに潜んでいたんだ？と思うぐらい、やぶ蚊がすごい。「蚊」といえば、幼虫と蛹さなぎの時代は水がないと生きていけないわけですが、川まで1キロ以上あるし、水たまりや池もないし。一体どこで成長しているんだろう。


  扇風機付きの作業着や、熱を逃がすバンダナとかいろいろ試しましたが、まあ、ほとんど効果があったのかわからないレベルでした・・・。



  DreamweaverでEPUB


  さて、この文章は実はSigilではなくて、DreamweaverドリームウィーバーというアドビのHTMLライターで入力しています。

  文章自体は、DreamweaverのようなHTMLライターで入力はできます。

  しかもDreamweaverは、ヘッダー部分をきちんと指定すれば、あとはワープロのように入力していくだけで、適切なタグで埋めていってくれるようです。


  EPUBを作成するときにSigilにペーストしてやれば、難しいタグの入力も簡単かもしれません。

  私のようにタグをある程度理解している人であれば、Sigilのタグ編集モードで直接タグを入力することも可能です。


  iPhoneに転送するときは、USBケーブルで繋ぎ、iTunesアイチューンズ経由で同期させればOK。

  もし、他人に公開したい場合は、ファイルをメールで送信したり、サイト上でURLを公開すればiPhoneやスマートフォンが適切なアプリで開いてくれます。


  サンプルで2～3ページレベルのEPUBを作ろうと思ったら、長くなってしまいました・・・。

  最後までお読みいただきありがとうございました。
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